
平成31年度　志摩市創生総合戦略　【具体的な施策】　事業計画（案）

国　県
補助金

一般財源
(含起債)

その他

1-1 総合政策課
志摩市在住の中学生及び高校生を対象に、志摩市の現状や地方創生の必要性を伝えるとともに、彼らの意向を把握して、
地域に戻る、地域に誇りを持つ次世代の育成を推進する。
中学生未来づくり教室：市内で２～３校での実施を予定。高校生の意向把握：三重県との連携のもと、実施。

0

1-2
介護・総合
相談支援課

平成31年１月～12月…ボランティアポイント制度活動期間。
平成32年１月～平成32年３月…ボランティアポイントの志摩市商品券への交換。
ボランティアポイント制度への参加者については随時募集する。平成32年１月以降、制度の参加者にアンケートを実施。

2,025 759 719 547

1-3 観光商工課
起業や就職、就労に必要な資格取得を広く支援する助成事業と、志摩市に必要な資格として指定した資格の取得者を確保
するための奨励事業の２つを実施する。
・資格取得支援事業補助金　50,000円×５名＝250,000円　・資格取得奨励金　50,000円×５名＝250,000円

500 500 500

1-4 総合政策課
地域と市内の高校のつながりを強化し、地域を知り、そして地域で活躍する機会を在校生に提供するとともに、地域が高
校を知る機会を創出することで高校の魅力を向上させ、卒業後も地域のために貢献したいと考えてくれる若者を育てる。
今年度は、生徒活動ＰＲ等の機会の提供、県立高校フェスタの開催、市内企業との交流会等を実施する。

294 294

1-5 健康推進課
健康に対する意識が比較的低い傾向にある若者世代を対象に、集団健診の機会を提供し健康づくりの大切さを認識しても
らうとともに、健康的な生産年齢世代を育成する。31年度は７月６日（土）・８日（月）の２日間実施。受診定員270人
（内容：身体測定・血液検査・タバコや食事、ストレスなどのチェックと指導など）

2,488 2,218 270 2,000

1-6 総合政策課
東北大学大学院環境科学研究科との地方創生とライフスタイル変革プロジェクトの実施に関する協定書に基づき、市民
ワークショップ及び職員ワークショップを実施。バックキャスト思考によるライフスタイルデザインを検討し、市内で実
践できるよう取り組みを進める。

0

1-7 総合政策課
大学生等にフィールドワークやインターンシップ、ゼミ合宿やスポーツ合宿等の学びの場として志摩市を活用していただ
くための環境整備を進め、交流人口の拡大を図る。さらに、学びの活動を通じて見えてきた地域産業をはじめとする諸課
題を地域住民等とともに考える機会を設ける。

0

2-1 総合政策課
これまでに行ったワークショップとアンケートで見えた『子どもに関する課題』、30年度に行った講演会を土台に、市内
で自主的に活動する女性を発掘し増やしていくことを目標にするとともに、ワークショップでの検討結果を市の施策へと
反映する。

0

2-2 総合政策課
移住希望者に対し、移住に関する支援制度や移住された方々の声等をとりまとめた移住ガイドブックを、観光施設等や市
外で移住相談会を実施して配布する。また、移住者のつながりを生かして新規に移住される方への支援体制を構築する。

984 984 900

2-3 水産課
カキ養殖漁業者の受け入れ要望のあった磯部町的矢地区について、地域おこし協力隊制度を活用して協力隊員２名を受け
入れている。平成31年度も継続して協力隊員２名に新規養殖漁業者としての技術を習得してもらい、地域におけるカキ養
殖漁業の担い手としての育成を図る。

5,084 5,084 5,000

2-4 総合政策課
志摩市奨学金返済支援補助金交付要綱に基づき、奨学金返済補助事業を実施する。市ホームページ及び市広報紙で支援制
度の周知を行い、６月中に申請者を受け付ける。募集後、書類審査を実施し、補助対象者を決定する。

3,000 3,000

2-5 総合政策課
若者の出会いや地域の魅力を若者が再発見する機会の創出を促すため、市内で開催される若者が集まるイベントに要する
経費の一部を支援する。上限20万円（補助率１/２）×６事業を実施予定。市広報紙で周知・募集を行い、審査後、支援
事業を決定する。

1,200 1,200 1,200

2-6 都市計画課

市内の空き家のリノベーションを推進し空き家の活用を図るとともに、リフォームに対する支援も行い、移住者を増やす
取り組みを実施する。
・リノベーション　市外移住者　１名×2,000千円＝2,000千円（財源内訳：市単費 2,000千円）
・リフォーム　　　市外移住者　５名×  200千円＝1,000千円（財源内訳：市単費 1,000千円）

3,000 3,000 3,000

2-7 総合政策課
若者や子育て世帯の移住者に対し、市が定める一定の要件を満たした場合、家賃を補助する。
補助金：１/２（上限２万円/月）　期間：移住から１年間（一次産業に就業した場合は３年間）

4,864 4,864 4,800

2-8 農林課

農業の担い手を確保するため、地域おこし協力隊制度を活用し、農産物の生産を担う者を受け入れる。隊員には農産物の
生産技術を習得していただくとともに、農作業の実体験や地域の特産物の情報を発信していただき、志摩の農業や農産物
の魅力向上を図る。
平成31年度は、志摩市の特産物である「きんこ」「いちご（レッドパール）」を生産する隊員の活動を支援するととも
に、新たに志摩ブランドにも認定されているＪＡ特別栽培米「珠光」を栽培する担い手１人を募集する。

8,345 8,345 8,000

若い女性が暮らしやすい志摩づ
くり事業

移住しやすい志摩づくり事業

水産業の担い手受け入れ推進事
業

IJU（移住）ターン促進のため
の奨学金返済補助事業

若者の集いと出会いの支援事業

家主と移住者のためのリノベー
ションによる空き家活用等事業

若者世代の移住促進事業

農業の担い手受け入れ推進事業

ひとの育成

中学生と高校生の地方創生参画
推進事業

介護予防ボランティアでポイン
ト事業

がんばる市民を応援する事業

地域とのつながりによる
県立高校の魅力向上事業

二十歳からの健康貯蓄事業

心豊かな暮らしを育む人材育成
事業

大学等との連携による人材育成
推進事業

政策分野 具体的な施策 担当課 平成31年度　事業計画（案）
Ｈ31予算
要求額

財源内訳 一般財源の
うちふるさ
と応援基金

充当額
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国　県
補助金

一般財源
(含起債)

その他
政策分野 具体的な施策 担当課 平成31年度　事業計画（案）

Ｈ31予算
要求額

財源内訳 一般財源の
うちふるさ
と応援基金

充当額

3-1 市長公室
市民が写真を投稿できるコーナー「志摩市公式インスタグラム」等のツールを活用しながら、市民とともに市の魅力を情
報発信していく。

18,875 18,572 303

3-2
総合政策課
市長公室

志摩市内外のあらゆる分野で活躍している人やその分野に精通している人を、市広報紙や行政チャンネルを通して広く紹
介するとともに、活躍する人同士のつながりを深める。

0

3-3 総合政策課

様々なアイデアを持った市内外の人や団体と、地域資源の活用を模索している人や団体が集まり連携できる場（プラット
フォーム）を創出して、地域の発見や集った人同士の繋がりの強化を促進し、主体的かつ具体的な取り組みに繋げる。特
に、首都圏で観光産業や情報産業等に精通した方々を志摩市に招き、市内関係業者との連携の中から新たな事業展開が生
まれるよう取り組みを進める。

420 420

3-4 農林課
農産物の生産実態把握調査にかかる結果を農業関係者へ周知、情報共有するとともに、農業振興に効果的な事業を検討す
る。

0

3-5
教育総務課
（学校給食
センター）

毎月１回、志摩産給食の日を設定し、志摩の食材を使った給食を提供する。また、志摩産給食の日のうち、年間６回、そ
の日の志摩の食材の生産者を学校に招き、生産者交流会を実施することで、児童生徒の地場産物への関心を高めつつ、志
摩の食材を児童生徒及び各家庭はもとより、マスコミを通して広くＰＲする。
海産物料理のレシピを各家庭へ配布して、各家庭でも海産物料理を積極的に取り入れていただくきっかけづくりを行う。
志摩産サバを使用した調理実習を、中学２年生の家庭科の授業で実施し、その特徴や優位性を児童生徒を通じて各家庭な
どにPRする。

1,656 1,656 1,500

4-1 総合政策課
全国から寄せられた寄附金を財源として、市の地域振興及び地域資源の保全等に資する事業を実施するための基金積立を
行うことによって、寄附者の社会的投資を具体化する。また、地域の特産品等を返礼品として贈ることで、志摩市のＰＲ
や地域経済の活性化を進める。

144,595 10,595 134,000

農林課：農産物の生産実態把握調査にかかる結果に基づいて、農協と連携し、販路拡大の可能性のある農産物を模索
　　　　する。

0

水産課：漁協荷さばき施設に水揚される低利用又は未利用水産物の利用方法の検証を行う。 103 103

4-3 農林課

農業生産者の生産性の向上と担い手の育成・確保を目的に、農業生産者の取り組みに対して補助を行う。具体的には、ビ
ニールハウスを新設する農業生産者に対し事業費の２分の１以内（上限15万円）の補助を行う。また、認定農業者や新規
就農者、もしくは認定農業者や新規就農者が構成員となっている農業生産者団体が、営農継続に必要とする機械設備の導
入、先進的な取り組みや技術導入を行う場合、１件につき対象経費の３分の１以内（上限100万円）を支援する。さら
に、耕作放棄地対策として、耕作放棄地の再生に必要な経費の２分の１以内（上限10万円）を助成する。

4,200 4,200 3,000

4-4 観光商工課
市観光協会内にインバウンド専門員を配置し、海外旅行会社へのセールスや国内商談会への参加、旅行会社やメディアの
ファムトリップの受入、市内施設や三重県、伊勢志摩地域での連携等、包括的な志摩市のインバウンド窓口を委託する。
海外メディアの招請や有力旅行サイトでの志摩市の情報掲載等の情報発信を行う。

9,163 9,163 8,000

4-5 水産課
新たに「アカモク」以外の未活用資源等として、未活用魚、多獲性低価格の水産物の利活用について検証する。
平成31年度は多獲性低価格の水産物である「サザエ」「ヒオウギガイ」などの利活用について検証する。

2,890 2,890

4-6 観光商工課
志摩市内の中小企業等の経営基盤強化・新規開拓・産業振興に寄与するため、販路拡大のための商談会等の小間料補助
や、小規模事業者が日本政策金融公庫の経営改善資金及び生活衛生改善貸付を利用した場合の利子補給を実施する。
・商談会等出展支援事業補助金 300,000円　・小規模事業者経営改善資金等利子補給補助金 1,500,000円

1,800 1,800 1,500

4-7 里海推進室
御食国としての歴史と食文化を活かして農林漁業や観光業を活性化するため、志摩市を訪れた観光客と市民が交流しなが
ら食材の生産過程や食文化を体験するプログラムを構築し、それらのプログラムを世界に通用するビジネスとして展開し
ていくための人材育成を図る。

1,564 1,564

しごとの強化

ふるさと応援寄附推進事業

4-2
生産物の販路拡大による農林水
産業活性化事業

御食国食文化展開事業

農林課
水産課

農業生産者の強化と育成事業

外国人観光客誘致推進事業

未活用資源等を利用した漁業振
興事業

中小企業者等支援事業

まちの発見

志摩市ホームページの魅力向上
事業

きらり志摩びと紹介事業

地域の資源を活用するためのプ
ラットフォーム創出事業

農産物の生産実態把握事業

志摩市の食材を活かした食育推
進事業
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国　県
補助金

一般財源
(含起債)

その他
政策分野 具体的な施策 担当課 平成31年度　事業計画（案）

Ｈ31予算
要求額

財源内訳 一般財源の
うちふるさ
と応援基金

充当額

5-1 観光商工課

市内において創業又は第二創業を行う者に対し、事業の経営基盤を強化するために志摩市創業等支援基金を設置し、補助
金を交付する。市が協定する金融機関等と連携して、創業や第二創業をしようとする者に対し、アドバイスや指導等の支
援、資金調達の助成を行う。また、クラウドファンディングを利用し、地域資源を活用した商品や役務の開発等を実施す
る場合のクラウドファンディングにかかる手数料を上限額を定めたうえで補助する。
・志摩市を元気にする創業支援補助金 5,619,000円 ・クラウドファンディング活用支援補助金 400,000円

6,019 6,019

5-2 観光商工課
30年度行った駅前ちびっ子祭りを地元や関係団体と引き続き共同で行う。また、鵜方駅前及び駅周辺の賑わいを取り戻す
事業を他にも検討し、住民、観光客などを誘客できる魅力ある鵜方駅前の創出を目指していく。

0

5-3
総合政策課
観光商工課

ガイド業を担う合同会社が設立され活動が始まっているが、有償のまち歩きガイドに対するニーズだけでは生業として継
続させるには厳しい状況であることから、観光協会や観光事業者、宿泊施設等との連携などのフォローアップを図る。

0

5-4 観光商工課
高齢者と障がい者、そしてその家族等が安心して観光できるサービスを構築できるよう、ＮＰＯ法人伊勢志摩バリアフ
リーツアーセンターと連携し、具体的な取り組みを進める。

6,114 6,114

農林課：志摩市の郷土食である「きんこ」の生産推進に引き続き取り組むために「きんこ塾」を開催し、原材料で
　　　　ある隼人芋の増産に向けて生産者の確保を行う。また、１次生産者の６次産業化を関係機関と連携しサポ
　　　　ートするとともに、必要な経費に対する支援として、３年の事業期間において対象経費の２分の１以内
　　　　（上限100万円）を助成する。

2,501 2,501 2,000

水産課：６次産業化を目指している「アカモク」について、平成31年度も継続して試験操業を行い、試験操業地区を拡
　　　　大することで生産量の増加を目指す。現在、鳥羽商船高等専門学校の取り組んでいるアカモクの資源管理と志
　　　　摩市の資源管理型の操業を融合することでより良い資源管理型漁業を目指すとともに漁業者の所得向上に向
　　　　け、三重外湾漁業協同組合と協力して入札制度の確立を目指すなど平成31年度は産官学が連携を強化する。

103 103

総合政策課：地域の食材に含まれる成分から健康や運動に効果的なものを抽出し、年齢や仕事・運動などの身体活動レ
　　　　　　ベルに応じた摂取方法や摂取状況を分析することで、食材の持つ機能性や効果的な摂取方法等、有効な活
　　　　　　用方法を検討する。また、食品科学の観点を取り入れ考察することで、健康食材としての活用を見い出
　　　　　　し、商品開発や健康づくりに向けたプログラムの作成、販路開拓・拡大、ＰＲ活動等に取り組みながら６
　　　　　　次産業化を進める。

1,144 1,144

6-1
環境課
建設整備課
ごみ対策課

市民の環境意識の向上を図り、国立公園に暮らすという市民意識を高めるとともに、来訪者も気持ちよく楽しめる環境の
まちづくりを進めていく。具体的には、テクトクトレッキング＋クリーンアップ活動を市内で開催する。また、企業や市
民団体等との連携を図り、それぞれの主体が自主的に実施する環境まちづくりの取り組みに支援を行う（美化パートナー
事業及びボランティア清掃作業一般廃棄物処理手数料の減免）。

3,015 3,015

6-2
総合政策課
観光商工課

賢島にゆかりのある作家である山崎豊子氏企画展や観光マップ「かしこじまっぷ」の作成を行ったが、いずれも行政主導
であり、地域や事業者との連携と云えるものには至らなかった。賢島内では新たに店舗がオープンするなどの民間投資が
行われており、新しい主体も含めて連携を模索したい。

162 162

6-3 観光商工課
すでに定着している志摩ロードパーティ・伊勢志摩ツーデーウオークなどに加え、多種多様なスポーツ大会を実施してい
くため、従来のスポーツイベントにはこだわらず公募し、選考することによりさらなる観光客誘客に向け効果のあるイベ
ントにしていく。

9,900 9,900 800

6-4 観光商工課
和具地区では、志摩町マップを作成し、かつお餃子が食べられる店舗の紹介をしていく。また、スポーツコミッションの
レンタサイクル事業と連携し、賢島から船を使った入り込みを図り、和具浦船着場から和具市街商店街の活性化につなげ
ていくとともに、かつお漁については波切にもゆかりがあるので地域間での連携も図っていく。

0

6-5 地域福祉課

高齢化と人口減少、生活環境が悪化している地域において、地域課題を検証し、地域資源をコーディネートする。地域拠
点のあり方を検証、推進するとともに地域の身近な課題の解決のため地域住民とともに考え、企画し行動する人材を地域
に配置することにより「人づくり」「場づくり」の支援を行い、地域の力を高めることを図る。
・拠点　間崎１拠点と新たな拠点の選定　※新たな拠点については、平成31年度中に選定していく。

1,876 1,876 1,800

6-6 総合政策課

人口減少、高齢化率の上昇、外国人観光客等の増加など、社会問題が深刻化することが想定される状況下において、鉄
道、路線バス、市内航路など多様な交通事業者が交通サービスを提供しているため、効率的で持続的な公共交通網を構築
するには、住民・交通事業者・行政が協力して、一体的な地域公共交通網形成計画を策定する必要があるため、繰越事業
にて取り組みを進めます。
その他、浜島町浜島地区の交通空白地での移動支援を市民団体が実施するため、軽四輪の電気自動車を購入します。

1,810 1,810

6-7 保険年金課
子ども医療費助成について、県基準による０歳から小学６年生までの医療費助成に加え、市単独で中学３年生まで助成対
象を拡大し、子育てに対する経済的な負担を軽減して、義務教育終了まで安心して子どもを産み育てる環境の整備を図
る。（但し、所得制限あり。）

20,050 20,050

6-8 総合政策課
クラウドファンディングを活用し、観光まちづくり、景観まちづくり、多世代交流拠点づくり、まちの賑わい創出といっ
たまちづくり事業を自発的に取り組もうとする者・事業者に対し、クラウドファンディングにより調達した額と事業必要
額との差額分を補助金（補助率１/２　上限500万円）として交付する。

5,215 5,215

274,959 759 139,080 135,120 44,000

農林課
水産課
総合政策課

まちの形成

伊勢志摩国立公園の魅力向上事
業

賢島の魅力発信力向上事業

地域の特色を生かしたスポーツ
のまちづくり事業

地域の魅力を見つけて生かす観
光まちづくり事業

生活拠点づくり事業

これからの志摩市の地域交通検
討事業

子どもの医療費がかからないま
ちづくり事業

市民や民間事業者による地域を
おこすまちづくり支援事業

しごとの創出

志摩市を元気にする創業支援事
業

鵜方駅周辺の賑わい復活事業

志摩市におけるガイド業の創出
事業

高齢者と障がい者とその家族等
のための観光サービス創出事業

5-5 ６次産業化推進事業

3


